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平成３０年度 第８回 教育研究評議会議事概要 

 

日 時 平成３０年１１月１９日（月） １５：００～１６：００ 

場 所 医学部大会議室（挾間キャンパス） 

出席者 別紙のとおり 

 

議事概要の確認  

平成３０年度第６回及び第７回教育研究評議会議事概要（案）を確認した。 

  

議 題 

 １ 教員の服務について（回収資料１～４） 

   津村理事から，教育職員懲戒審査委員会の審査結果について資料に基づき説明があった。  

本件について，当該教育職員３名のうち１名は，懲戒処分の「戒告」，２名については

「訓告」としたい旨の説明があり，審議の結果，本件を了承した。 

 

２ 教員の任用計画について（資料１－１～５） 

   守山医学部門長，劉理工学部門長，衣笠福祉健康科学部門長及び相澤福祉社会科学部門

長から，資料に基づき説明があり，審議の結果，提案のあった教員の任用計画について了

承した。 

 

３ ２０１９年度学年暦（案）について（資料２－１～２） 

   越智理事から，資料に基づき説明があり，審議の結果，本件を了承した。 

 

報 告 

１ 国立大学協会 平成３０年度第２回通常総会について（資料３） 

伊豆島理事より，資料に基づき報告があった。 

また，学長より，国公私立大学との連携，集約は必須になっていくと考えていること及

び大分大学として，一法人複数大学，連携法人等の検討は地域との連携の中で考えていく

ことについて発言があった。 

 

２ 和暦及び西暦の併記使用について（資料４－１～２） 

伊豆島理事より，資料に基づき報告があった。 
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３ 平成３１年度推薦入試・ＡＯ入試実施状況について（資料５－１～２） 

越智理事より，資料に基づき報告があった。 

また，守山医学部長より，全国医学部長病院長会議で作成された，大学医学部入学試験

制度に関する規範について報告があった。 

 

４ 安全保障技術研究推進制度への申請に関する本学の今後の対応について 

西園理事より，本件に関して以下のとおり４つの基本方針について説明があった。 

・安全保障技術研究予算への申請，研究について，直接的に軍事に関わる研究は行わな

い。 

   ・科学技術におけるデュアルユース性に関して，結論を出すことは難しい。 

   ・申請段階では研究者自身の倫理的規範，判断を信頼したい。そのうえで当該部局の倫

理委員会などの既存の会議体を利用し，審査及び判断し，各部局で検討していただき

たい。 

   ・出口段階において，研究者倫理が正当に働くよう，教育を含めて行っていくこと。 

 

また，このことについて，以下のとおり質疑応答があった。 

 

委  員：今回採択された研究課題は，手術支援ロボット「ダヴィンチ」の弱点を補完する新

しい技術開発に関わるものであり，ロボット手術を行う上での安全性に大きな進歩

が期待できる。一般の方には，この「ダヴィンチ」が開発された経緯について，ミ

スリードされないよう説明が必要ではないか。 

学  長：しっかり情報を発信していきたい。 

委  員：４つの基本方針を踏まえて，今後然るべきところで議論をする予定か。 

西園理事：当該部局の委員会等で，倫理という大きな枠組みの中で，あらかじめ安全保障技術

研究の内容を把握できるよう議論を進めていくことを考えている。 

委  員：４つの基本方針を踏まえた具体的な在り方をどうするのか。申請段階で研究者自身

の倫理的規範，判断に委ねられることは個人の自由に任されているように見え，重

大な倫理違反があったときは当該個人の責任として整理される。これは，本学の現

在の研究倫理の基本的方針とは異なると考える。大分大学として，今回の安全保障

技術研究に関して，然るべきところで議論し，明確な方針を出す必要があると考え

る。 

学  長：多様な意見があるため，慎重に進めていきたい。 

委  員：この問題についてどの会議体で，どのようなスケジュールで検討していくのか。 

学  長：大学として考え，慎重に検討したい。 
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委  員：開発技術が研究者自身の全く意図しない軍事目的に使用されることに対する対応と

して，入口段階における研究資金の出所について慎重な判断が求められる。本学と

して，軍事に関わる研究は行わないとしている以上，外部に対しても説明をする必

要があると考える。 

西園理事：開発した技術が，どのような道をたどり，使用されるかを注視するのが研究者倫理

の最たるものだと考える。入口規制で審査するのが良いのか，出口規制でしっかり

評価をすることが良いのかについて，まだ議論の途中であり，継続的に検討が必要

だと考えている。 

委  員：次回は，この問題を議題として扱っていただきたい。 

学  長：御意見として承るが，大学として慎重に検討したい。 

 

    

次回の開催日程について 

  第９回教育研究評議会 

日 時：平成３０年１２月１９日（水）１５：００～１６：００ 

場 所：事務局第１会議室（旦野原キャンパス）
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説明資料 

平成３０年度第６回教育研究評議会議事概要（案） 

平成３０年度第７回教育研究評議会議事概要（案） 

回収資料１ イコール・パートナーシップ委員会における看護学科案件に関する関連図【回収資料】  

回収資料２ 看護学科案件に係る今までの経緯について【回収資料】 

回収資料３ Ａ教授の処分量定について【回収資料】 

回収資料４ Ｂ教授の処分量定について Ｃ准教授の処分量定について【回収資料】 

資料１－１ 任用等予定者一覧 

資料１－２ 教員選考資料（医学部門）【回収資料】 

資料１－３ 教員選考資料（理工学部門）【回収資料】 

資料１－４ 教員選考資料（福祉健康科学部門）【回収資料】 

資料１－５ 教員選考資料（福祉社会科学部門）【回収資料】 

資料２－１ ２０１９年度大分大学学年暦（案） 

資料２－２ ２０１９年度学年カレンダー（案） 

資料３   国立大学協会総会（平成３０年１１月２日） 文部科学省配布資料 

資料４－１ 和暦及び西暦の併記使用について 

資料４―２ 国立大学法人大分大学における和暦及び西暦の併記使用について（重要通知）  

資料５－１ 平成３１年度推薦入試実施状況 

資料５－２ 平成３１年度ＡＯ入試実施状況 

  


